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「この頃の春は」

西谷範子

でも動物は暦を守つて土から這い出し

ている。もつとも出てきて寒さにびつくり

だろう。カモやオシドリが北に帰らずまだ

居る。早よ帰りや。

木々の葉芽もそろそろと展開してきて、

山々のパステルカラーの見事な事 !

黄色の花々が野を飾る。いい加減に人間も

春物の衣に着替えたい。

一方、地球が暴れまくつている。昔も天

災はあつたろうが、この頃は規模の大きい

のが頻繁に起こり過ぎないか。地球の北
の

果てで火山が噴火すれば、世界の国々に火

山灰が降り注ぎ、大地震があちこちで勲発

して大被害となる。太平洋の対岸の地震が

海を渡つて押し寄せてくる。

文明や交通網の発達により、被害がグ
ロ

ーバルになり、世界中がオタオタする。ど

こかの一角で起こつた事は地球全体に影

響を及ぼす事態になる。人間の営みが急ぎ

過ぎていないか。自然の営みを見てみよう。

さあ、これからは紫色の花々が勢力を広げ

今年の春はとんでもない。春が生まれ損

ねている。冬が暖か過ぎたのか、春半ばの

ような陽気にもなつた。お水取りも済み、

さあ春が来るぞと喜んだのも空EEElり 。ぐん

ぐん冬に戻つていくではないゃヽ。三寒四温

どころか、三寒三寒ちょつと一温サービス。

最も一時期、異様に暖かい日があり、今年

は春の花の開花は 1週間から 10日 は早

いぞといわれた。温度に呼応して桜も咲き

かけた。この分で:ま入学式の写真の背景に

恒例の桜がないではないかと案じたもの

だ。その紀憂は無駄に終わり、その後の一

ケタの気温にちょつと待つたがかかつた。

おかげで今年の桜の花の寿命は長かつた。

4月 半ばだというのに琵琶湖畔のソメイ

ヨシノが満開のままだつた。

冬もおかしいc以前の奈良の冬は平地で

も 2～ 3回の積雪を見たのに、この頃は積

もらない。かわりに3月 の終わり頃だとい

うのに毎年雪が降る。なんと今年は 4月 中

頃あ降雪 !日 々の温度差も激しすぎる。雨

も多すぎる。芽起こしを通り過ぎている。 てくる。
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奈良 。人と自然の会

「やってみよか :。 しなЪたξナ多くな墨イベント ンポード

実施日 :平成 22年 3月 13日  午前 10:30～ 午後3:OO
場所 i ならやまプロジェクト・ベースキャンプ

参加者 :人と自然の会メンバー 33名 、児童 21Z、 保護者 10名 、総勢 64名

実施内容 :子供達に三彙整備の過程で発生した間伐材を利澤した「椎茸ホダ本の菌打ち」

体験、翌i塾 の著然観察、雑本の間伐体験、等を通して自然と触れ合い、自然の

楽しさ、不思議さ、を三感で体感しながら自然の大すさを学んでもらう。

実施結果 :

連日の気まぐれな天気に悩まされ、祈ろ気持ちで迎えたイベントの霧でしたが、兄竜21
名、保護者 10名 の参加者を達えス:タ ートとな |ま したご

先ず、阿部会長のご挨拶 1・ ら1台 ま ,、 森l:氏 |二 よる安全講和が有り、続いて、森氏による

作業等ガイダンス、 リーダー紹介が有りfそ √)後、児童 |ま班毎に分かれて、各児童が一値
の本槌を作り「学びの森」へ移動、学びの森では、現在生えている椎茸を、児童の手で採

取体験をしてもらい、大変感動の様子cそ の後、ホダ木の穴あけ、菌ξIち、ホダ本運搬、

など、児童にとっては、初体験の作業が多く、真貪1な表情ながら楽しそうに作業 :こ取り組

んでいる様子から、自分で菌打ちしたホダ本から2年後に生える維茸を、思い浮かべてい

る様にも見える。昼食では、美蒙しい豚汁に参加者全員が大満足の様子.

午後は、全員、斑別に「遊びの森」へ移動、スタッフの里山観察指導、現場スタッフの基

で雑木の間伐体験、児童達はノコ切りを使い本を切る経験も余り無い為、大変興味を持ち、

真貪Jな表情でノ=切 りを使い、切り倒 した本を満足気に見ながら嬉しそうでしたこ

森での自由遊びは、初め!ま遊び方も分からず戸惑い気味の様子でしたが、本は登れる事に

気付き、登り易い枝ぶりの本を見つ |す、何人もの児童達が本登りに夢中になりなかなか降

りようとしない。又、本の枝を集めて家作り遊びを始める児童もおり、ふと、自分の子供

の頃の遊びと重ね合わせて、思い出しながら見ておりました。やつぱり、子供は遊びの天

才だと言う事が良く分かります。
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担当 :池田 信明



4月 例会報告 夢当 尾 の 里 を 訪 ね て 週-4月 5日 (月 )実施一

心西こしていた雨1に も会わず、好天に t〉恵まれた一日でしたc26名 の会桑が集まり、近鉄
奈良駅よりのバスで浄瑠璃寺目にて下車.満開の桜、三つ葉つつじをはじめ今は盛りの花

の中を、数々の石″、をめぐりながら、岩船寺、浄瑠璃寺へとのんびり歩いてきました。

参加されたみなさまからの感想の ―部を紹介させていただきます.
「
毒尾の轟然に石仏がと:す こみ長い歴史が思いここされるこ次国には大テ:1の摩崖仏近くに

行つてみよう。荒れた竹林には胸が痛む」
「
しょうじょばかま|ま春に

'と

と実がなり、 9ケ 月:ま寝るとか、 葉先が 11についたところか

ら)芽がでると説費を受 |夕驚き、不思議、不思議 J

「山奥の巨大な岩に刻まれた仏像はどのような思いがこめられていたのか。周辺での生活

はどんな様子だつたのか思いを深めたい」

1春の野道を草花と野仏にいやされながら

楽しい一日でしたJ

「無人販売所が多いのはのんびりしている

のか、がっちりしているのか? MAPに

首切り地蔵がのっていない。いい天気で

とても,よ かつた」

「萌え出づる本々の芽、盛りの花々、沢口|の石仏、見どころ満さいの楽しい 一日でした。

地元をよく知る大 /1さ んならではのコース、最高でした。|         _
「
当尾の里は岩にも神が宿る祈りの道だつた。青い草花の流れと山のアオモジの黄色が印

象的でした。」

参加のみなさえ,、 お疲れ様でしたこ この日の担当 大る、板橋
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10周年記念企画オプション行事
東海自然歩道「籾[生から桜の笠置寺―笠置由占道」

LIキ :4■ 19目  9:30～ 16:00天 候 :晴れ 気温 : 18℃ ～ 22℃
参基者名 :ホ令子、弓場厚次、塩本勝生、塩本美都子、人尋ハル、:!1岸 美子、倉翼晃、平塚等、

平要久美、森協和子、阿部]]生 、吉ヽ さつき、谷
j:1雅邦、高橋弘志、高本実男、

14‐本雅 8召 、池
「
:信 勢、桜木錆代、大石門二、岸谷膜裕 、岸谷和代、篠原章二、守口京子、

寺
=I簿
  (24名 )

行程 :近鉄奈良バス (9:40)…  柳生～家老屋敷～十兵衛杉～笠置寺～ 」R笠 置駅 (16:57)
感想 : 当会発足 IO周 年を記念 してのシリーズの第 1回 日は 「析 摯の道Jでスター ト。超満員

のバスで積み残 しも出、嘉発から疲れがでる。家老屋敷で記念写真。只
―本残らた 「機の森Jの

,1し')●本に感嘆 (柳 多1の 堪名の■来 )。 車の少ないたおやかな
「幼い項遊んだたんぼぼの道 、小

j::の せせらぎ」 「心 うきうき、時輩よ止まれ と春の野花に涙し」 :花 をつますたデイフリボクやオ

ドリコソウの群落をしつか り観察Jc一 天俄かに追 り来る三石累々、往寺栄えた修験道の行場、
笠登寺で |ま お住職の有り難いお話を拝聴 し

「
誰が何を駁つて巨石 :こ 仏を彰つたのか 、イ可が彼、彼

女そ うさせて J)か」 |「二石に議会えて幸せ、磨菫仏の素晴らしさ:こ 足の疲れ Jヽ忘れ、無心に見 L

Iず、小人になった感じ、奮然の偉民さi■ 感妻  「大きくitヽ 大石、影られたヤ、の有 り難さ、これ
からも長く人々を丸いお心で導 |ヽ てくださtヽ 1「 石をまたいだら一いかん―とどこかで読みまヒ

たが 、継得納得、石を■ として拝んだ音のメ、々 を尊敬」歴史は巡る笠彗寺、役行者から実忠春1

三、空海 、義経、重濠 、悲運の後垂嚢天皇や精三戒に想いを離せ、名残の春の ::11羹から1ま i長 下の

清滝、うな り続ける浅緑の線毯σ):i`並み、春の命を載き、清々しい気分の
一吾で した。 |そ うだ

全コースを完走してご褒美をいただこう」。世話役 弓場辱次、大石調三

ギ
警
●

<贔 この議夢難>

桜色の春 谷,:: 薦太郎

去年ようずっときれいになった君に逢いたくて いやきっと逢えるから
今年も私が訪れた佐保のり:‡辺には桜色に染まる春色の散歩道が

あなたらしく咲きほこる恋模隷にときめいた旬の難が舷しいくらいに

そつと肩まこふり注ぐ花の匂いはまるでわた帽子のように優しくて

せつなに花散るまいと支え合う幾重の技が冴える青空専こ長く伸びて

桜衣裳をまとい華やかに舞う佐保姫まま姿隠して暗く鶯の声を追う

でもなぜ鍵鶏という季節の建下を花びらで散り染める爾が来るなんで
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3月 31輝 (水)晴 笹藪跡地の整地 サ トイモ、ヤマ トイモ植付け 参趣者 25入
・笹藪跡地の整地が県の業者によつて始まりました。笹の根を掘り起して整地し、今後

の種樹や畑地への植栽など一帯の景観形成活動の下準備です。また、懸案だつたビオ

トープの池づくり工事も着手します。皆様のお力添えをお願いいたします。

・サ トイモとヤマ トイモの植付けをしました。昨年大好評だつたこともあり、念入 りに

土作りなど準備したので、秋にはいい収穫が期待できることでしよう。

きょうで 21年度の活動は終了。年間を通じて事故なく、ほぼ計画通 り完了できました。

年間の参/J8者数は、延べ 1952名 (内 ビジター 522名 )と 前年度に比べ 669人 の増加

となつています。われわれの活動が、会員と地域の皆様のご支持をいただいて定着し、ます

ます発展し続けている証しとして、喜びたいと思います。

4長 8=(本 )晴 竹林間伐 筍の教護 ベースキヤンプにテン ト設置 参加者 34名

・キ年より手入れを継続キの E地区の孟宗竹林では、現るくなった竹林に太いタケノ

コが豪を出しています。ひと雨ごとに大きくなり、当分は収穫を楽 しめそ うです.

。ベースキャンブ :こ しつか りしたテン トを、との今望の多かったところで したが、さ

る団体のご好意により中古のテン トを拝 i書することができ、本 田設置 しました。約

15坪の広さで休憩や雨の避難の場所 として大いに役立つことで しょうc

4月 10尋 (主)晴  菜の花まつ り  参爆者 55名 (内 ならコープ会員 35基 )
。好天の 1)と 、「菜の花祭 り」が開催されまし,た。ならやまで採れた筍や菜の花、春の

野草の天ぶらや、ならやま名物の豚汁に、み な舌鼓c昼食後 |ま、応援に駆けつけて

いただいた一本まさんのアコーデオンと大石さんの指導で、懐か しい春の歌の合唱 と

なり、参加者は菜の花いつばいのならやまの景色に陶然 としていました c

4月 12日 (月 )雨 野鳥調査 (観察者 3名 )・  佐保台小学校との実習打合せ
。佐保台小学校から、昨年に続き 5年生の稲作りを、また今年から6年生に山林の実習

をして欲 しいとの申出があり、協力することになりました。 (古川祐司 記 )



*ならりま望颯韓種たよ鼈* 守コ 京子

4月 15日 (本 )圏 増しにl14の緑が深まり、色とりどりの花が咲き始めました。

草花…ハコベ、オオイヌノフグリ、タネツケバナ、ヒメオ ドリコソウ、ホ トケノザ、シ

ョカッサイ、オランダミミナグサ、ナズナ、ナタネ、カンサイタンポポ、セイヨウタン

ポポ、ヘビイチゴ、ムラサキケマン、ムラサキサギゴケ、ハハコグサ、カラスノエンド

ウ、ゲング、ノボロギク、スズメノヤリ、ヒメカンスゲ、ツボスミン、シハイスミレ、

シャガ、ムラサキカタバミ、キュウリグサ

本の花…コバノミツバツツジ、ヤマザクラ、ウフミズザクラ、ウスノキ、ザイフリボク、

クヌギ、アベマキ、コナラ、ネズミサシ、アケビ、ミツバアケビ、サル トリイバラ、ア

オキ、コバノガマズミ、クサイチゴ

ウスノキの花には美少女の趣があります。高さがわずか 30 cmぐ らいの本でももう成

本で花を付けています。緑色の枝に鮮やかな黄緑の葉

を伸ばし葉の周囲は赤いです。花は葉に隠れるように

垂れ下がつて美いています。丸い提灯のような花の先

は 5裂 しくるりと外巻きにカールしています。花の大

きさはわずか 5皿ほどで、黄緑色を帯びた透き通るよ

うな白い肌の縁はほんのり回紅みたいなきれいな赤い

色です。書は細長くて 5つの稜があり、等の先も口紅

です。秋に 5角柱の自の形の赤い実を付けます。

*ならやまの轟* 小興 久美子

4月 12日 (月 )小 雨のち雨 観察者 3堪  今年もトラツグミの声がしましたc

菊川年明

3月 ll日 (本 )の ならやまの活動日に大和真菜 (ヤマ トマナ)を分けていただきまし
た。当日|ま家内が既に夕食の準備を済ませていましたので、菜は翌日の夕食にいただくこ

とにし、菜は家内がよく洗って金網のザルに移 していました。

さて、翌日の夕方です。家内が「菜を茄でようとしたらチョウが出てきた」と言 うので

す。家内が持ってきた菜の入つた金網のザルを見ますと、羽化したての、羽がまだ伸びき

つていないモンシロチョウがいました。 「昨夜、菜を三度 t)

ていねいに洗ったが、何も気がつかなかった」と言うのです

が、菜の中にモンシロチョウの蛹が付着していて、それが羽

化 したことに違いありませんc

そのうちにチョウの羽が伸びてきて、ひらひらと開開する

ようになりました。たいへん奇異な光景でした。

(写真は菜の中から現れたモンシ Iユ チョウ)

*モ ンシ圏チョウ異聞 *
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家蓬菜薫の大敵、ヨトウムシ 木村 裕

ヨトウムシはキャベツ、ハクサイ、ブロッコリー、テスなどの葉をかじつて穴をあ|す、とき

にIま太い軸だけを残して株全体をiゴろぼろにする大害虫です。ならやまの農園でも我が物顔で

暴れにつていますGまた、マリーゴールド、キンセンカ、バンジーなどの草花類も大好きです。

ヨトウエ、シは漢字では夜盗ムと書き、数種類の蛾の幼虫の総称です。その代表選手がヨトウガ

と呼ばれている種類で、もつとも発生が多くいろいろな作物を攻撃し被害も大きいですc

境虫の体色は、成長につれて緑色→淡緑色→黄褐色→暗褐色と変わります.→
―分に成長する

と、長さは 3～ 4センチになります。卵 |ま 白色、餞頭形で数百個が 1塊 となっています。蛹は

赤褐色で上の中で蛾に変身します。成虫σp蛾は、暗褐色で大きさ:まモンシロチョウの 2/3位で

す。発生時義には夜騨]灯 り!こ誘われて家の中に飛び込んでくることもありますり

蟻の状態で上の中で越冬し、 5月 の連

体項に戒虫の蛾となつて飛び出し、野菜

や草花の葉裏に産卵 しますぃふ化 し_た力」

ですc幼虫は成長するにつれて ,」方に散

らばり、やがて体色が褐色へと変わると、

昼間は上の中に藩つて眠 り、ヨが暮れてから活動するようになります。この頃になると食べる

量も半端で |まなく、あつと言う間に葉はメL坊主にされてしまいます37月 頃には上の中で蛹に

なりますので被害 i)収 まりますc しかし、 9月 末噴に喜び成虫の蛾が現れて産卵 しますので、

10月 から ll月 に葉の被害が再び現れます。

防除対策

・ 5月 と 10月 、農作業の折に、葉の裏を調べて卵塊を見つけて葉ごと取り除きます。また、

葉の色に撻1日 し、小さな穴があき黄褐色 lt‐透かし状になった葉を見つけると葉ごと取り除

i勇菖b遭][言]F暦なテ』ま:の
処分で400～5001窄
寺

。 すでに散らばってしまった虫を退治するには、穴のあ

いた葉の裏倶iを調べて虫を 1匹ずつ見つけて処分する

以外には方法がありません。

・ 被害が増え続けるにも関わらず虫が見つからないとき

には、夜 8時頃、懐中電灯を持つて畑を見回ると、葉を美味しそうに食べている大きな幼

虫が見つかりますので捕まえます。

また、ヨトウムシには、サツマイモ、サ トイモを主食とするハスモンヨトウ、ネギを好物と

するシIマ イチモジヨトウもいます。いずン■機会があれば紹介しますc

／
ヽ
中

…
√



平城:爵跡 ツバメのねくち 小翼 久美子

『狭いネグラのせいで、落着くまでに何度も

入れ替わり譲り合わなければいけないここの

ツバメたちは、きつと南の国で越冬する時

「俺達はさあ 奈良の都があつた所をネグラ

にしていたんだ、狭いけどとてもいい所なのさ」

と自慢しているのではないでしょうか。私たち

がウサギ小屋と椰楡されながらも、この日本の

国を愛しているように・・』何年か前の奈良支

部ネグラ入り探鳥会の記事に、こんなようなこ

とを書いたのを思い出します。

果たして、今年帰つて来たツバメたちは遷都

千三百年祭にどう対応するのでしょうか。昨

年と様変わりした環境、浦島さんのようにさぞ

びっくりするでしよう。昼の喧騒は関係ないとしても夜の祭典の音や光。。。南の国では

環境破壊が進み越冬を脅かされ、こちらでは子育て支援どころか住宅難。彼らの来来は

どうなることかととても心配です。ならやまを餌場にしているツバメたちは確実にその

ネグラの住人(鳥)だ と思います。平城 1目跡の草地に|ま貴重な植物もあります。 ∫♪お祭

り済んだその後は♯♭家を。。。♪(お祭 リマンボ
゛
)

wバメ」巌

◎ボランティア活動保険について◎

会費を納入された会員の皆様には奈良・人と自然の会より社会福祉協議会経由日本興亜損害

保険株式会社の扱うボランティア活動保険に加入申し込みをしていますc

年間保険金は280円 でこれは会費より充当しています。

補償の内容は、概略下記の通りですが、詳しくは担当の板橋までお問い合わせください。

ケガの補償 : 死亡保険金 1, 418万 円

後遺障害  1, 418万 円

入院日額  7, OOO円
手術保険金 入院保険金を支払う場合で、事故発生日からその目を含めて 180日 以内に

そのケガの治療のために所定の手術を受けられたとき、入院保険日額に手術の種類に応じ

て定めた倍率を乗じた額を支払います。但 lン 1回の事故につき、 1回の手術に限ります。

通院保険金田額  4, 500「]

事故が起こったら すぐの中告が必要ですc活動 []の参カロ者名簿記載がとても大tllです。
(文責 ; 板橋 )



由糞憾港爾

花さそ逃、笑ひ弘の醒尻かな

い くたえ

数多重の小さき仏桜どき

九体弘燿ゆらゆらと春簿子

秀 夫

秀 夫

秀 夫

4用 例会。凛総寺から浄燿璃寺、石

“

、の道を訪 う。

桜花薦つ、ま:i整の春景色、至福のひととき。

4穏 l調 。「のらの会」春の集い。人生論、それぞれの生き様を語る。

銘轟と花見弁当に、バ ッカス 機も ぐでん ぐでん。

幹事の新入 |で 、今要iも ‐各∫で締める。

|わ 1)の

頭:笑′ち、野道に兵集ひた 1)

一輪の三つ葉つつ しの素本卜かな

コー ト脱き足どり軽 く花万彙

花や華酒は浮世の愛キ_ヽ (う い )な 奴

ひとときの花を惜 しみて友と鶏む

佐保 :l:の 桜をよそに宴かな

花の雲等むわれの傘となる

球春や級神タイガース飛び出せ り

のらの会ならの都の春景色

遅咲きの花も芽出度き宴かな

缶ビール桜めてつつ千鳥足

御陵より旬を愛でつつ卯月かな

雨催ひ桜 うらうらの らの会―

(短歌 )平城 l抽 の桜花の下にのらの会

良き仲間に出会う楽 しさ 古夕:1  浩 【特別賞】
※ ご本人の了解を得て、原句を損なわず朱筆を入れました。 りi:井 記

☆3/27西大寺・新池  ハシビロガモ=クイナ・ヒクイナ・バン・ゴイサギ(30)

オオジュリン・ツノヽメ                      : (小田 )

☆(斑鳩より)4/19竜田公園を歩しヽてしヽた時小さな鳴き声がしました。???モミジの葉の中をそつと覗

いてみるとヒナが3羽、体を寄せ合つていました。その周りを親が飛んで時々ヒナたちに餌をやつていました。

阿部 驚:生

機員  猛

務用  均

111井  秀夫

塩本 勝也  【金賞憶

清水 和彦

竹本 雅昭  【銀賞】

中畑  進

藤田 秀憲

占111 裕司

水本 遼真  【銀賞】

八木 顧一

弓場  rIF次

メジロの赤ちゃんでした。後で写真をよく見るとアイリングもきちんとできていました。 (勝田)
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